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１．目的 
本州以南で最も大型の森林性哺乳類であるツキノワグマによる植林木の剥皮や農作物の食害など農林業

被害と人身被害の発生が深刻な問題となっている。しかし、その原因は十分明らかにされておらず、対策も
確立していない。これまでの研究で東北地方のブナ堅果の作柄と人里への出没が高い相関関係にあることが
示されているが、出没・被害回避のためには、多くの因子と出没の関係について実証した上で、個体群管理
や生息地管理の方針を立てることが必要である。本研究では、出没個体の生理生態学的特性、出没地域の環
境特性、食物資源の存在様式に応じたクマの生息地利用の特性を検討することにより、出没のメカニズムを
明らかにすることを目的とする。この研究成果をもとにすれば、出没や出没危険地域の予測手法を開発する
ことができ、出没による被害の予防が可能になると期待できる。 

 
２．全期間における研究成果の概要 

収集した有害捕獲個体を分析し、体重と頭胴長から計算した体脂肪の蓄積度を示すと考えられる指数は季

節、クマの年齢クラスにより変化する傾向にあったが、大きなばらつきがあることがわかった。また、栄養

状態が悪い個体には弱齢のもの（満1-3歳）が多く、個体間競争の結果であることが予想された。合計4個

体のクマにGPS首輪を装着し，測位データの回収を行った結果、夏期と秋期で利用レンジを変化させていた。

現地での観察から、クマは小面積で点在するナラ林、さらにその中の結実個体を器用に発見して、餌とし

て利用したと見受けられた。ツキノワグマが利用することの知られている果実の栄養分析をおこなった結

果、果実の質は脂肪分に富むものと炭水化物に富むものの大きく２種類にわけられることが明らかになっ

た。平成１６年４月～10月までの出没・捕獲データおよび地形、植生情報を収集し、地理情報システムのデ

ータベースとして整備し、月別の出没傾向や環境要因との関係について予備的解析を行ったところ、立山、

福光ともに10月の出没が最も多く、県全体で見られた出没の傾向と同じであることが明らかになった。植生

との関係は両対象地とも明確ではなかったが、河川や林縁からの距離別出没傾向を見ると、立山では河川や

林縁に近いほど出没頻度が高い傾向が認められ、このような景観要素が出没を助長させている可能性が考え

られた。これらの結果からは、出没メカニズム解明には至らないが、次年度からの新しいプロジェクトでさ

らに試料数を増やして詳細な解析を進めることにより、出没に結びつく要因の解明に発展させる。 
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５．評価結果の概要 

 



今回のプロジェクトでクマの移動様式の多様さが示されたことから、食物供給量の調査を広域に長期間

にわたってモニターすることの重要性が示された。捕獲個体の分析から、出没クマの栄養状態が必ずしも

貧栄養ではないということが明らかになったことは意義深い。エサが里に偏った個体も出没したように見

えるので、今後は個体群動態の変動を読み取るような調査も必要ではないか。 
 

６．評価において指摘された事項への対応 

 本課題は、次年度から開始される環境省プロジェクトに引き継がれるので、その中で、餌としての食物供

給量の分布、捕獲個体の分析、移動様式などの詳細な解析を長期的な視点も含めて進めていく。 

 




